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１． 底面積と深さの関係

－同量の水を入れたとき、底面積と水の深さの関係は、 になる。

１

講 義 ※この単元は内容が多いため、翌週の演習にも講義が続きます。

Ａ Ｂ例題 ： 右の２つの容器にそれぞれ
４８ｃｍ３の水を入れました。
水の深さはそれぞれ何ｃｍ
になりますか。

状況を整理してみよう！

Ａ Ｂ

底面積

水の深さ

８ｃｍ２ ６ｃｍ２

６ｃｍ ８ｃｍ

③ ④

（逆比）

答え ： Ａ・・・６ｃｍ、Ｂ・・・８ｃｍ

２． 水入れ（ジャマものあり）

－ジャマものがどこまで影響するのかを慎重に考えよう！

例題： 底面の一辺が１２ｃｍの正方形である深さ３０ｃｍの直方体の水そうに、深さ１６ｃｍ
 まで水が入っています。 この中に、底面の一辺が４ｃｍの正方形で高さが３０ｃｍ
 の金属のぼうを立てます。 水面の高さは何ｃｍになりますか。

金属の棒が水そうの高さと同じなので、水ぼつ＝
答えは３０ｃｍである。 水ぼつするかどうか考え、
水ぼつしないと分かれば、「底面積と深さ」の関係
で解いてしまおう！

答え ： １８ｃｍ

水そう（棒なし） 水そう（棒あり）

底面積

水の深さ

１４４ｃｍ２ １２８ｃｍ２

⑧ ⑨

（逆比）

⑧＝１６ｃｍ
①＝２ｃｍ
⑨＝１８ｃｍ

えいきょう しんちょう



１． 前のページの「水入れ（ジャマものあり）」の問題に
おいて、金属のぼうを３本立てた場合の水面の
高さは何ｃｍになりますか。

２

３． 平均の策

－立方体の切断や立方体の容器に水入れの問題で、４か所の長さ（深さ）は
全体の平均から、かんたんに求めることができる。

例題 ： 一辺が１０ｃｍの立方体を右の図のように
 切断します。

（１）□にあてはまる数字を答えなさい。

（２）切断された立体のうち、大きい方の体積を求めなさい。

ヒント：向かい合う高さ（深さ）の和は一定。

１０＋４＝□＋６
□＝８

ヒント：変な形の体積を求めるのではなく、全体の高さ平均を求めて底面積とかける。

求める立体の高さの平均＝
４＋６＋８＋１０

４

＝７（ｃｍ）

体積＝１０×１０×７
＝７００

答え ： ８ｃｍ

答え ： ７００ｃｍ３

さく



３

３． 平均の策（つづき）

－三角柱の切断や水入れにおいても、「平均の策」は使えます。

例題 ： 次の図のような底面の形が二等辺三角形
 であり、高さが１６ｃｍの三角柱があります。
この三角柱を図のように切断したとき、大
きい方の立体の体積を求めなさい。

ー「平均の策」を知らない場合の解き方。
⇒三角柱＋三角すいに分解

ー「平均の策」を使った解き方。
⇒底面積×平均の高さ

答え ： １９２ｃｍ３

三角柱の体積 ＝１８×８
＝１４４

三角すいの体積＝６×４×６÷３
＝４８

求める体積 ＝１４４＋４８
＝１９２

求める体積 ＝１８×（
１２＋１２＋８

３
）

＝６×（１２＋１２＋８）
＝１９２

２． 右の図のような三角柱があります。 三角柱を図のように切断したとき、
切断された大きな方の立体の体積を求めなさい。



４

４． 切れてるチーズ解法

－立方体の切断面が五角形などになっている場合は、つけたして考える。

例題 ： 図のような一辺が１２ｃｍの立方体があります。 この立方体を図のように
 切断したときに、Ｇを含む方の立体の体積を求めなさい。

３． 図のような一辺が８ｃｍの立方体があります。 この立方体を３点Ｐ、Ｑ、Ｈ
を通るような平面で切ったとき、Ｆを含む方の立体の体積を求めなさい。

まずは図形に分かる部分の長さを書き
入れる。 長さが分かったところで、右の
下の絵のように、足りない部分をつけたす。

求める体積は、大きな直方体を真っ二つ
に切断した片割れから左下の小さな三角
すいの体積を引いたもの。

体積＝１２×１２×１６÷２－１２×１２×４＋６×６×
１
２
×4×

１
３

＝１１５２－５７６＋２４
＝６００

答え ： ６００ｃｍ３



５

５． すい体の体積

－すい体の体積 ＝ 底面積 × 高さ ×

例題 ： 次のそれぞれの立体の体積を求めなさい。

４． 次の図のような一辺が１２ｃｍの正方形の紙を点線のように折り曲げて
立体を作りました。 Ｍは辺ＡＤを等しく分ける点、Ｎは辺ＤＣを等しく分け
る点です。

（１）折り曲げによって分割された４つの三角形の
面積の比を求め、右の図の○の中に数字を書
きなさい。

（２）できあがった立体の体積を求めなさい。

（３）できあがった立体について、ＢＭＮを底面と
したとき、立体の高さは何ｃｍになりますか。

（１） （２） （３）

体積＝４×４×６×
１
３

＝３２

体積＝２×２×π×６×
１
３

＝８π
＝２５．１２

体積＝
４ ×４
２ ×６×

１
３

＝１６

答え ： ３２ｃｍ３ 答え ： ２５．１２ｃｍ３ 答え ： １６ｃｍ３



６

６． 円すいの表面積

－円すいの側面積 ＝ 

母線の長さが分かっている場合は、上の式を覚えておくと楽です。 円すいの
表面積を求める問題では、まず円すいの「展開図」がどのようになるかを考え
ます。

５． それぞれの円すいの表面積をそれぞれ１０秒で求めなさい。（サイダ中）

（１） （２） （３）

弧の長さ ＝母線×２×π×
中心角
３６０°

円周の長さ＝半径×２×π

「弧の長さ」と「円周の長さ」は同じになるので、右辺同士も同じになる。

母線×２×π×
中心角
３６０°

＝ 半径×２×π

母線×
中心角
３６０°

＝ 半径

中心角
３６０°

＝
半径
母線

ここで、円すいの側面積（おうぎ形の部分）だけについて考えよう！

側面積 ＝ 母線×母線×π×
中心角
３６０°

 ＝ 母線×母線× π×
半径
母線

 ＝ 母線×半径×π



７

７． 円すい台の体積と表面積

円すい台（プリン形）の体積を求めるには、次のいずれかの方法を使います。

① 全体ー不要

② 体積比を利用

「② 体積比を利用」を使って、、、

まず、上に乗っている架空（かくう）の円すいの体積を求める。

体積 ＝ ２×２×π×６×
１
３

 ＝ ８π
求める円すい台の体積はその７倍なので、
体積 ＝ ５６π

 ＝ １７５．８４

円すい台の体積

例題 ： 次の円すい台の体積を求めなさい。

答え ： １７５．８４ｃｍ３

円すい台の表面積

展開図で考える。

表面積 ＝ ９π＋３６π＋４５π
 ＝ ９０π
 ＝ ２８２．６

答え ： ２８２．６ｃｍ２

例題 ： 次の円すい台の表面積を求めなさい。

バームクーヘンの面積 
＝（６π＋１２π）÷２×５
＝９π×５
＝４５π



８

８． 円すい転がし

－円すいの と の長さの比に着目する。

円すいの底面の円周の長さは６πｃｍ。これが５回転なので、
求める長さ ＝ ６π×５

＝ ３０π
＝ ９４．２

答え ： ９４．２ｃｍ

例題 ： 底面の半径が３ｃｍの円すいを図のように机の上で転がします。 円すい
 がちょうど５回転したところでもとの位置にもどってきました。

（１）円すいの底面が通った長さを求めなさい。

（２）この円すいの母線の長さを求めなさい。

母線の長さは、（１）で求めた大きな円の半径にあたるので、

母線の長さ×２×π ＝ ３０π ←ここで９４．２ではなく３０πにもどす。

母線の長さ        ＝ １５

答え ： １５ｃｍ

９． 円すいへの糸のまきつけ

－円すいの展開図のうち、側面のおうぎ形だけで考える。

例題 ： 底面の半径が２ｃｍ、母線の長さが１２ｃｍの円すいが
あります。 底面に点Ａを取り、Ａから円すいの側面を
通るようにひもを一回転させます。 ひもの長さが
最も短くなるようにするとき、ひもは何ｃｍ必要ですか。

側面のおうぎ形の中心角 ＝ ３６０°×
２
１２

＝ ６０°
ということは、側面のおうぎ形は。。。

答え ： １２ｃｍ



９

１０． 回転体の体積 （１：２：４：５：７：８・・・の利用）

－ 内側から順に、１：２：４：５：７：８・・・。

例題 ： 一辺の長さが１ｃｍの正方形をいろいろに組み合わせてかんたんな図形
を作ります。 この図形をそれぞれ図のように直線ℓのまわりに回転させ
ます。 回転してできた立体の体積について、正方形が１個の場合の体積
を①として、他の２つの体積を求めなさい。

６． 底面の半径が３ｃｍ、母線の長さが１２ｃｍの円すいに、
図のようにひもをかけます。 ひもの長さが最も短く
なるようにするとき、ひもは何ｃｍ必要ですか。

①

次に、上で使った正方形の紙を真っ二つに切って、直角二等辺三角形を
くっつけます。 先ほどと同じように回転してできた立体の体積を求めなさい。

〇 〇
１×１×π×１＝π ２×２×π×１＝４π ３×３×π×１＝９π

１×１×π×１×
１
３
＝

１
３
π

これをまとめると、
回転させたときの体積比は、
右のようになります。

１
３
𝜋×１９＝

１９
３

π
１
３
𝜋×７＝

７
３
π



１０

１１．回転体の体積と表面積

－ 回転させる図形が、回転軸に平行な直線に対して線対称である場合、
 回転させてできた立体の「体積」および「表面積」は、次の方法で求め
 ることができます。

７． 一辺の長さが１ｃｍの正方形を図のように４個組み
合わせた図形を直線ℓを軸に１回転させたときにできる
立体の体積を求めなさい。（國學院久我山中）

ＯＫ ＯＫ ＯＫ ×

体積 ＝（回転の）中心が通る長さ×面積
表面積 ＝（回転の）中心が通る長さ×まわりの長さ

例題 ： たての長さが５ｃｍ、横の長さが２ｃｍの長方形の紙を、下の絵のように
直線ℓのまわりに高速回転させます。 このときにできた立体の体積と
表面積を求めなさい。

体積 ＝ ５×２×６π
 ＝ ６０π
 ＝ １８８．４

表面積 ＝ （２＋５）×２×６π
 ＝ ８４π
 ＝ ２６３．７６

答え ： 体積 ： １８８．４ｃｍ３、 表面積 ： ２６３．７６ｃｍ２

実はこれも、

「  」

の利用です。



１１

解 答

１． ２４ｃｍ
２． ５０ｃｍ３

３． ２５６ｃｍ３

４． （１） （２） ７２ｃｍ３ （３） ４ｃｍ

５． (1) ９４．２ｃｍ２ (2) ５０．２４ｃｍ２ (3) ７５．３６ｃｍ２

６． １５ｃｍ
７． ２５．１２ｃｍ３
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